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自動車リサイクル士 

新制度移行講習会、東京にて開催 

2015.12.28  

 ２０１５年１２月１７日、ＴＫＰ新橋内幸町ビジネスセンター（東京都港区）にて、「自動車リサイクル士 新制度 

移行特別認定講習会」が開催されました。この講習会は、２０１６年４月１日より施行される新制度への移行を 

目的として、これまでの自動車リサイクル士制度認定講習会に合格した有資格者全員を対象に行われている 

もので、２０１６年２月２５日にはエル・おおさか（大阪府大阪市）での開催も決定しています。 

 主な内容としては、テキスト第１巻の変更点及び重要ポイントの復習、今回改訂されたテキスト第２巻の 

改訂部分（メーカーからの新情報やＥＬＶ機構の取り組み事例などの内容）を中心とした講習が行われました。 

さらに、トヨタＬ＆Ｆカンパニーのカスタマーズセンターより、物流アドバイザーの梅原茂氏（写真左参照）を講師 

として迎えた「トヨタ流４Ｓの進め方」という特別講習がありました。 

 当日の受講者は５０名で、オブザーバーとして国・関係団体（下表参照）の他、１５の自治体から参加があり、 

内部関係者も含めると、総勢８６名がこの講習会に参加しました。 

  国・関係団体 

1 経済産業省 

2 環境省 

3 公益社団法人 自動車リサイクル促進センター 

4 一般社団法人 自動車再資源化協力機構 

5 ＮＰＯ法人 持続可能な社会をつくる元気ネット 

▼オブザーバー参加（この他、１５の自治体からも参加あり） 

次ページに続く 

  国・関係団体 

１ 経済産業省 製造産業局 自動車課 

２ 環境省 廃棄物・リサイクル対策部 企画課 リサイクル推進室 

３ 公益社団法人 自動車リサイクル促進センター 

４ 一般社団法人 自動車再資源化協力機構 

５ ＮＰＯ法人 持続可能な社会をつくる元気ネット 

▼オブザーバー参加（この他、１５の自治体からも参加あり） 

次ページでは、 

当日のアンケート結果など 

受講者の生の声に迫ります！ 
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新制度移行講習会、受講者の声は？ 

 この度、「自動車リサイクル士新制度移行特別認定講習会」を受講させていただきました。過去の「地域団体 

講習会」を含めると、相当数の講習を受講しておりますが、大筋の内容は変わっていなくても、細かい部分の 

変更等や、日々の作業の中でも慣れや怠慢によりしっかりと作業できていない部分が有り、定期的にこの 

ような講習会を受講することは大変有意義だと感じております。また、自動車メーカーのリサイクルへの取り 

組みや、ＥＬＶ機構の様々な回収事業について、事細かく説明していただき、今後の日々の業務の中でも納得 

して取り組める気がしております。このような情報は、メーカー・ＥＬＶ機構も公に開示しているとは思いますが、 

なかなか自分から情報を取りにいくということはしないので、このような機会において説明していただけると 

大変勉強になります。 

 さらに、今回は受講生にのみ特別に「トヨタＬ＆Ｆカンパニー」の梅原講師による「トヨタ流４Ｓの進め方」の 

講義をしていただきました。「利益の源は、整理・整頓・清掃・清潔にあり」と、日常生活では当たり前の事でも、 

いざ仕事となるとなかなか実践が出来ない事ばかりです。しかも、我々自動車リサイクル業は、基本的に 

汚れる仕事です。それをいかにきれいに作業していくかは、日々意識していくことが本当に大切なんだと 

あらためて思いました。このような講習も、自社で開催しようとしてもなかなか実現できないですが、ＥＬＶ機構 

にて提供していただき、非常にありがたく思っております。 

 今回の講習会で学んだことを自社に持ち帰って社員一同にしっかり周知し、社会・地域に認められる会社に 

なれるよう頑張っていきたいと思います。   （東京自動車リサイクル協議会 三協自動車株式会社 金子 治樹） 

受講者の方より、実際に講習を受けた感想をお寄せいただきました！ 

受講者の方々にご回答いただいたアンケート結果はこのとおりです！ 

●各講習の理解度 

①       ②       ③       ④ 

●各講習内容 

  内 容 講 師 

① 自動車リサイクルの実務 有原 

② 自動車メーカーの取り組み 伊地知 

③ 自動車リサイクル業界の取り組み 佐々木 

④ マネジメント 吉川 

●実施概要 

実施日 

 ２０１５年１２月１７日（木）（講習会当日） 
 

回答数 

 ５０（対象：講習会受講者 全５０名）  

●講習に関する意見（抜粋）※原文ママ 

自由記述 

Ｌ＆Ｆの講習はとても参考になりました。 

ありがとうございました。  

トヨタさんの話がとても良かったです。  

リサイクル業界の取り組みに関心を持ちました。 

今後の動向に興味があります。  

日々行ってる作業や業務ですが、改めて講習を聞く事 

によって、新たな発見や作業の改善に繋がっていく 

と思います。  

トヨタ４Ｓの講習が特に良かった。  

最後のマネジメントとトヨタさんの４Ｓにもっと時間 

作ってほしかったです。リサイクルの講習は現場から 

の知識があるので、上記の２種類の講習はすごく意味 

が深く感じました。ありがとうございました。  
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「新制度移行講習会の講師を務めた感想」 
 

一般社団法人 日本ＥＬＶリサイクル機構 

インストラクター兼安全作業指導員 有原 良  

講師からみた新制度移行講習会 

 私は関東ブロック、東京自動車リサイクル協議会の有原良と申します。新制度移行講習会で「自動車リサイ 

クルの実務」の講師を務めさせて頂きました。 

 私はリサイクル技術部会の委員もしております。リサイクル技術部会とは自動車リサイクル士制度を企画、 

運営している部会です。自動車リサイクル士制度がこれから更に発展していくよう、理事、事務局、委員の 

皆さんはこの部会で一所懸命に頑張っています。 

 

 今回の新制度移行講習会の準備で、佐々木理事、伊地知委員と私の３名はカリキュラムＷＧを担当しま 

した。講習内容や配布資料などを決めてゆくなかで、講師をどうするか検討しましたが、結局、我々３名が 

講師を担当する事と成りました。高い受講料をお支払い頂き、仕事を休んで参加して下さる受講者の皆様に 

満足して頂ける講習会にするため、我々３名は事務局や自再協さまと共に準備を進めました。 

 

 本番当日となり、緊張しつつ講習を始めました。話し始めますと練習通りに言葉も出てきて少しほっとしながら 

更に進めます。そして、「自動車リサイクルの実務」の８５分があっという間に終了しました。全身汗びっしょりで 

声も枯れてしまいましたが、最後まで予定通り進められた達成感があり、また、受講された方から「良い講習 

だった」と言って頂き、とても嬉しかったです。 

 

 ２月に開催される大阪会場でも佐々木、伊地知、そして私が講師をいたします。 

 それまでに更に講習のレベルを上げるよう努力しますので、大阪会場での受講を検討されている皆様には、 

奮ってご参加頂きます様、どうか宜しくお願い申し上げます。  

Information 
 

大阪会場での受講については、２０１６年１月中までが申込期限です。 

申込予定の方はお急ぎください。 

▼詳細（※資料中は２０１５年１２月３日が申込期限となっていますが期限を延長しました） 

 http://www.elv.or.jp/media/12/20151111-ikouannnai_%EF%BC%A1.pdf 

http://www.elv.or.jp/media/12/20151111-ikouannnai_%EF%BC%A1.pdf

